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Abstract 

 
This paper aims to describe the functional characteristics of four sentence-closing particles,"da
ro", "daa", "de", and "dee" in the dialect of Tokushima spoken in the eastern part of Shikoku,
 which is one of the four main islands of Japan. "Daro" has the function of supposition. "Da
a" is an allomorph of "daro", which stands for inference and the request to agree to it. "De"
has three functions: interrogation, presumption, and emphasis. "Dee" expresses the request for
 confirmation. 
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2 徳島方言の地理的区画

 徳島県は四国の東側に位置する県で、北に香川県、

南に高知県、西に愛媛県と接している。その地理的位

置から関西圏とのつながりが強く、その方言も全県的

に近畿方言と共通している特徴を持つと言われるが、

森 (1982) の区分によると、上郡（かみごおり）、下郡

（しもごおり）、うわて、海部（かいふ）、山分（さん

ぶん）の 5 区画(2)に分けられ、図 1* 2のようになる。今

回取り上げる方言は、下郡と呼ばれる地域の中でも北

東側に当たる、鳴門市と北島町、藍住町、松茂町など

で話されているものである。

3 徳島方言の文末詞「ダロ」「ダー」「デ」「デー」

3. 1. 文末詞「ダロ」

 徳島方言には、断定辞「ジャ」の推量形または「推量」の文末表現として「ダロ（ー）」(3)(4)(5)が存在

する。頻度としては「ダロ（ー）」が優勢だが、世代によっては元の断定辞「ジャ」の音形が残り、「ジ

ャロ（ー）」と発話されたり、時に近畿方言のように「ヤロ（ー）」と発音されたりすることもある。上

野(1997)から例を挙げる(3)。

(4) ホラホーダロ／ジャロ／ヤロ（それはそうだろう）

(5) イクダロ／ジャロ／ヤロ  （行くだろう）

(6) イッタダロー／ジャロー／ヤロー（行っただろう）

(7) カカンダロ／ジャロ／ヤロ （書かないだろう）

(8) カカンカッタダロ／ジャロ／ヤロ（書かなかっただろう）

3. 2. 文末詞「ダー」

 上記の「ダロ（ー）」に類似した表現に「ダー」という文末詞(3)がある。上記(4)-(8)は以下の(9)-(13)の
ように「ダー」を用いて言い換えられる。しかし、「ダロ（ー）」が「ジャロ（ー）」と言い換え可能な場

合があるのと対照的に、「ダー」は「ジャー」を用いて言い換えることはできない* 3。

(9) ホラホーダー ／ *ホラホージャー* 4 cf. ホラホージャロ

(10) イクダー ／ *イクジャー cf. イクジャロ

(11) イッタダー ／ *イッタジャー cf. イッタジャロ

(12) カカンダー ／ *カカンジャー cf. カカンジャロ

(13) カカンカッタダー／ *カカンカッタジャー cf. カカンカッタジャロ

この言い換えができないことから、「ダー」は断定辞「ジャ」から独立して文末詞として分化しつつある

と考えられる。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 *2 図 1 は上野 (1997:2)(3) から引用し鳴門市の位置を加えたものである。図中の海部は灘とも呼ばれる。鳴門市、

北島町、藍住町、松茂町の位置は付録を参照。

 *3 例の先頭に付されている「*」は実際には現れない例であることを表す。

 *4 「ホラホージャー」という形式は「それはそうだ」の意味の時は実在するが、その場合は「ジャー」は断定

を表し、推量は表さない。 

 
    図 1 徳島県の方言区画
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  (25) （お菓子）     イルデ？  HHH （要る？）

  (26) （テレビ）     ミルデ？  LLH （見る？）

  (27) （もう荷物は）   キタデ？  HLH （来た？）

  (28) （捜し物は）    ナンデ？  LLH （何かな？）

  (29) （うるさいのは）  ダレデ？  HHH （誰かな？）

上記の(21)から(24)を見ると、疑問の「デ」は前にある要素の音調にかかわらず音調が常に「H」で現れ

ている。また(24)の例からは、近年の徳島方言では基本的に実現しないといわれている(9)、いわゆる拍内

下降が「デ」の前で「フグー LHL」のように復活しているように見える。これらの例の中には、(25)
や(26)のように勧誘と解釈できる例も含まれていることが分かる。

 疑問の「デ」は、先行研究で「丁寧」と記述される(4)ことが多いが、それは「デ」の代わりに、疑問

の文末詞「カ」が使用されたときと比較すると、幾分語気が柔らかぐことによると思われる。それはち

ょうど共通語で、「これ？」と「これか？」のペアのように、疑問の「カ」をつけたときとつけないとき

の語気、または「これかな？」や「これかい？」に対する「これか？」の語気の差に相当する* 6。この

語気の緩和から勧誘の解釈も生じると考えることができる。

3. 3. 2. 推定判断の「デ」

 次に(18)のような「確信を持って意志を告げる」とされている「デ」の例を見る。

     状況           例    音調   対応する意味

  (30) （バスはもうすぐ）    クルデ   LLH  （（心配しなくても）来るよ。） = (18) 
  (31) （言われなくても自分で） スルデ   HHH  （きっとするよ。）

  (32) （そんな馬鹿なこと）   セーヘンデ HLLLH （きっとしないよ。）

上記の(30)から(32)は動詞または助動詞に「デ」が付加されて、話者の推定判断を表す。この場合の「デ」

は、前にある要素の音調にかかわらず「H」の音調を持つ。したがって 3. 3. 1 節の疑問を表す「デ」と

同じ音調になるので、機能の区別は文脈に依存する。

3. 3. 3. 推定判断の強調の「デ」

 3. 2. 2 節の例文の音調だけが違う形式で、推定判断の強調を表し、話し相手への何らかの働きかけを

することができる。

     状況           例    音調   対応する意味

  (33) （バスはもうすぐ）    クルデ   LHL  （来るよ。急いで／安心して。）

  (34) （言われなくても自分で） スルデ   HHL  （するよ。口出ししないで。）

  (35) （そんな馬鹿なこと）   セーヘンデ HLLHL （しないよ。口出ししないで。）

  

この機能を持つ「デ」は従来「詰問」と呼ばれていたものを含み、「L」の音調を持つ。したがって疑問

の「デ」とははっきりと区別して発話することができる。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 *6 疑問の「カ」に関連する例として、通常話し相手に対する問いかけとして、疑問詞に「カ」のみをつけた形

式は共通語では許容しにくい。例えば「お前誰だ」とは言えても「*お前誰か」とは言えない。
 
  i. *誰か？  誰だ？   誰？  ／ 誰だい？ ／ 誰かな？   など

  ii *ダレカ？ ダレジャ？ ダレ？ ／ ダレデ？ ／ ダレカイナ？ など

その場合は(i)のように断定の「だ」を使う、「か」を使わない、または「だい」「かな」のような文末詞をつけた言

い方になる。それに対応する徳島方言(ii)を見ると、「だ」に対応するのは「ジャ」であり、疑問辞を用いないのは

共通である。さらに語気を緩和する文末表現に対応するもののひとつとして「デ」があることになる。
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